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●「大型ごみ」の収集方法が
　　　　　　　　　　　　変わります
●平成27年度奨学生・修学生を
　　　　　　　　　　　募集します
●小豆島町まちづくり支援事業について
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●子どもの健康相談室
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「たのしく おいしく クッキング」
～野菜キッズキッチン　星城幼稚園～
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大
型
ご
み
収
集
の
流
れ

大
型
ご
み
収
集
の
流
れ

①
申
し
込
み

　

町
が
委
託
し
た
大
型
ご
み
回

収
業
者
へ
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

②
大
型
ご
み
処
理
券
の
購
入

　

大
型
ご
み
の
種
類
や
大
き
さ

に
よ
っ
て
手
数
料
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
数
料

に
応
じ
た
処
理
券
を
購
入
し

て
く
だ
さ
い
。

③
搬　

出

　

大
型
ご
み
の
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
処
理
券
を
貼
り
付
け

て
、
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し

た
日
時
に
自
宅
前
（
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
回
収
で
き
る
所
）

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
大
型
ご
み
」の

「
大
型
ご
み
」の

収
集
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

収
集
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
、
大
型
ご
み
の
収

集
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に

臨
時
集
積
場
所
を
設
け
て
回
収

す
る
「
集
団
収
集
方
式
」
に
よ

り
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

の
収
集
体
制
を
継
続
し
て
い
く

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
、
高
齢
世
帯
な
ど
で
は

収
集
場
所
に
重
く
大
き
な
ご
み

を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な

実
情
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
型
ご
み
を
自
宅
付
近
で
回
収

す
る
「
戸
別
収
集
方
式
」
に
変

更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
川
県
内
の
ほ
と
ん

ど
の
市
町
が
大
型
ご
み
を
有
料

処
分
と
し
て
お
り
、
小
豆
島
町

で
も
、
ご
み
の
排
出
抑
制
、
処

理
費
用
の
公
平
負
担
の
観
点
か

ら
、
大
型
ご
み
に
あ
っ
て
も
種

類
や
大
き
さ
に
応
じ
た
手
数
料

を
ご
負
担
い
た
だ
く
、
新
た
な

制
度
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
手
数
料
の
額
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
月
号
以

降
の
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

戸
別
収
集
と
は
・
・
・

　

ご
み
を
集
積
所
へ
出
す
の
で

は
な
く
、
各
家
庭
の
玄
関
先
や

集
合
住
宅
の
前
な
ど
、
建
物
ご

と
に
出
し
て
い
た
だ
き
、
回
収

業
者
が
一
軒
ず
つ
収
集
し
て
い

く
方
法
で
す
。

　

な
お
、
収
集
体
制
の
関
係
で

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
可
能
な
場

所
ま
で
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

大
型
ご
み
の
収
集
方
式
を
、
臨
時
の
集
積
所
で
無
料
回
収
す
る
方

法
か
ら
、
手
数
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
付
近
ま

で
収
集
に
伺
う
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

ご
み
を
捨
て
な
い
で　

　
「
ご
み
を
捨
て
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
誰
で
も
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、「
少
し
ぐ

ら
い
な
ら
」、「
誰
も
見
て
い
な

い
か
ら
」
と
い
っ
た
安
易
な
気

持
ち
か
ら
か
、
道
路
や
山
間
部

へ
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
法
投
棄
は
、
小
豆
島
の

自
然
豊
か
な
景
観
を
損
う
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
や
車
両
の
通

行
を
阻
害
す
る
な
ど
生
活
環
境

の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る

行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
だ

り
に
ご
み
を
捨
て
る
と
「
廃
棄

物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
五
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
一
千
万
円
以

下
の
罰
金
、
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う

土
地
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　

草
が
生
い
茂
る
な
ど
管
理
の

行
き
届
い
て
い
な
い
土
地
で
は

不
法
投
棄
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
投
棄
者
が
不
明
の

場
合
は
土
地
の
所
有
者
が
処
分

の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た

め
に
は
、
土
地
を
き
れ
い
に
保

ち
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ェ
ン
ス

な
ど
で
安
易
に
侵
入
さ
れ
な
い

よ
う
な
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
８

日
時　

３
月
14
日
㈯

　
　
　

９
時
〜
12
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者　

・
土
庄
簡
易
裁

判
所
民
事
調
停
委
員

　

・
高
松
家
庭
裁
判
所
土
庄
出

張
所　

家
事
調
停
委
員

相
談
内
容

　

金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
交
通

事
故
、
土
地
境
界
、
夫
婦
関

係
、
親
子
関
係
な
ど
の
も
め

ご
と
一
切

※
調
停
手
続
き
の
な
い
方
で
も

結
構
で
す
。

相
談
料　

無
料

主
催　

土
庄
調
停
協
会

調
停
相
談
会

調
停
相
談
会

不
法
投
棄
か
ら
小
豆
島
を
守
ろ
う

不
法
投
棄
か
ら
小
豆
島
を
守
ろ
う
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　広報「しょうどしま」１月号において、「平成27年度
から軽自動車税の税率が変更になります」の記事を掲載
しましたが、平成27年度税制改正によって、改正の内容
が一部変更となる予定です。

【改正の内容が変更となる点】
　原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車の税率の変
更が、平成27年度から平成28年度に１年延期。
※詳しく決まり次第、再度、広報紙でお知らせします。

　
【
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
】

　

小
豆
島
町
で
は
、
障
害
の
あ

る
方
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
軽
自
動

車
税
の
減
免
申
請
の
受
付
は
、

5
月
25
日
㈪
ま
で
で
す
。
減
免

を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
、
自
動

車
税
（
県
税
）
を
含
め
、
1
人

1
台
で
す
。
前
年
に
減
免
を
受

け
た
方
へ
は
、
3
月
中
に
郵
送

に
て
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
く
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
方
で
減
免
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

必
要
書
類

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
・
運
転
免
許
証

　
・
申
請
者
の
認
印

　
・
車
検
証

受
付
場
所

　
・
税
務
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
３

　
・
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
５
―
０
５
５
５

　
【
自
動
車
税
の
減
免
申
請
】

　

県
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
害
者

の
日
常
生
活
の
た
め
に
、
家
族

等
の
方
が
週
1
回
程
度
、
障
害

者
と
同
乗
し
て
自
動
車
を
運
転

す
る
場
合
も
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
を
減

免
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
自
動
車
税
の
減

免
申
請
は
、
4
月
1
日
㈬
か
ら

5
月
27
日
㈬
ま
で
、
県
税
事
務

所
自
動
車
税
課
で
受
け
付
け
ま

す
が
、
小
豆
島
町
に
お
い
て
も
、

左
記
の
と
お
り
出
張
し
て
受
付

を
行
い
ま
す
。

受
付
日
時

　
・
4
月
6
日
㈪

　
・
4
月
13
日
㈪

　
・
5
月
11
日
㈪

　

各
日
と
も
9
時
〜
16
時

場
所　

　

香
川
県
小
豆
合
同
庁
舎
内

　

小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
２
―
２
２
６
６

問
い
合
わ
せ
先　

　

香
川
県
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
課

　

☎
０
８
７
―
８
０
６
―
０
３
１
４

※
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
の
で
、
自
動
車
の
検
査
、
廃

車
、
名
義
変
更
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
検
査
関
係

☎
０
８
７
―
８
８
２
―

１
３
５
５

　
登
録
関
係

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
７
５

香
川
運
輸
支
局
か
ら
の
お
願
い

　

香
川
運
輸
支
局
で
は
、
小
豆

島
に
出
張
し
て
自
動
車
の
登
録

を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
実
施

で
き
る
業
務
の
内
容
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
運
輸
支

局
へ
確
認
の
う
え
、
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

実
施
す
る
業
務　

　

登
録
自
動
車
お
よ
び
小
型
二

輪
（
２
５
１
㏄
以
上
）
の
名

義
変
更
・
住
所
変
更
・
番
号
変

更
・
新
規
登
録
・
廃
車
等

実
施
場
所　

　

㈱
安
全
モ
ー
タ
ー
ス

　

土
庄
町
甲
５
８
７
８
―
２

　

☎
６
２
―
２
２
１
０

実
施
予
定
日　

4
月
15
日
㈬
・
5
月
20
日
㈬
・

6
月
10
日
㈬
・
7
月
8
日
㈬
・

8
月
12
日
㈬
・
9
月
16
日
㈬
・

10
月
7
日
㈬
・
11
月
11
日
㈬
・

12
月
9
日
㈬

平
成
28
年　

1
月
13
日
㈬
・

2
月
10
日
㈬
・
3
月
9
日
㈬

申
請
書
受
付
時
間

　
・
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
・
13
時
〜
13
時
20
分

自
動
車
税
等
の
申
告
納
付

　

出
張
登
録
の
申
請
時
に
自
動

車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
申
告

お
よ
び
納
税
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

申
請
の
予
約　

　

出
張
登
録
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、
実
施
日
の
2
営
業
日
（
土

日
祝
日
を
除
く
）
前
の
午
前
中

ま
で
に
、
電
話
で
の
予
約
が
必

要
で
す

香
川
運
輸
局
登
録
部
門

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―

２
０
７
５

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
ら

０
２
６
を
プ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ

さ
い
。

出
張
登
録
の
日
程
に
つ
い
て

出
張
登
録
の
日
程
に
つ
い
て
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小豆島町奨学資金貸付制度 保健医療福祉関係職修学資金貸付制度

目　　　的 　・修学の機会を確保するとともに、本町の振興
と発展に必要な人材の育成を図ります。

　・町立施設や町内の民間施設等における保健医
療福祉関係職員の確保を図ります。

貸付対象者

　・高等学校、大学などに在学中で、修学の意欲
があり、経済的理由により修学が困難と認め
られる方。
　・町内に居住する方または、中学校か高等学校
卒業時まで町内に居住していた方。

　・保健医療福祉関係職をめざす養成機関に在学
中で、卒業後、町内施設および町の認めた病
院・施設などでその業務に従事しようとす
る方。

対象職種・
所得制限　

　・対象職種はありません。
　・所得制限があります。
【計算式】
　合計所得額－（扶養親族数×38万円）が、
622万円未満。

　　・対象職種は医師、助産師、看護師、薬剤師、
診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技
士、視能訓練士、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士、管理栄養士、保健師、社会福祉
士、介護福祉士、精神保健福祉士、保育士
になります。
　・所得制限はありません。

貸 付 金 額
　・高等学校等：月額10,000円
　・大学、短大、専修学校等：月額50,000円

　・月額50,000円
※香川県看護学生修学資金貸付を受けている
場合は半額となります。

返還猶予・
免除要件　

　・大学などを卒業後、町内に住所を有し、郡内
の事業所に就業するときは返還の猶予ができ
ます。
　・猶予が８年間もしくは、貸し付けを受けた
期間の２倍に相当する期間のいずれか長い方
の期間を経過すれば、返還が免除されます。

　・養成所等を卒業後、対象職種に必要となる資
格を取得し、１年以内に町立施設および町内
の民間施設等に正規職員として就職したとき
は返還の猶予ができます。
　・猶予が５年間を経過すれば、返還が免除され
ます。

申 請 期 間 　・４月１日㈬から30日㈭まで 　・４月１日㈬から30日㈭まで
※申請は、随時受付します。

貸 付 期 間 　・貸付開始月から在学する学校の正規の修業期
間まで

　・申請月分から年度末（３月分）までとなりま
すので、毎年度申請が必要です。

返 還
　・貸付終了の翌月から据置期間（１年間）を経
過した後、貸付を受けた期間の２倍に相当す
る期間内

　・養成所等を卒業後に猶予・据置期間を合わせ
た１年６ヶ月を経過した後、貸付を受けた期
間の２倍に相当する期間内

申込用紙の
設 置 場 所 学校教育課、池田窓口センター、各地区公民館 健康づくり福祉課、池田窓口センター

問 い 合
わ せ 先 学校教育課　☎８２－７０１４ 健康づくり福祉課　☎８２－７０３８

　　　　　　　　奨学生（小豆島町奨学資金）・奨学生（小豆島町奨学資金）・
修学生（保健医療福祉関係職修学資金）を募集します！修学生（保健医療福祉関係職修学資金）を募集します！

　

幼
稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学

生
は
、
住
所
に
よ
り
通
園
・
通

学
す
る
学
校
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
下
校
後
の
保

護
に
欠
け
る
状
態
に
あ
る
な
ど

の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育

委
員
会
が
認
め
た
と
き
は
、
希

望
す
る
学
校
へ
通
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

通
園
・
通
学
す
る
学
校
の
変

更
を
希
望
す
る
方
は
、
学
校
教

育
課
へ
変
更
申
立
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
変
更
申
立
書
は
、
教

育
委
員
会
開
催
時
に
審
議
、
決

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

学
校
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
４

通
園
・
通
学
す
る
学
校
の

通
園
・
通
学
す
る
学
校
の

変
更
に
つ
い
て

変
更
に
つ
い
て

　本町では、奨学資金と保健医療福祉関係職修学資金の２つの貸付制度があり、小豆島町の将来の発
展を担う人材を育成・確保するため、無利子で貸付を行っています。なお、２つの資金から同時に貸
付を受けることはできません。それぞれの目的に応じて募集内容が違いますのでご注意ください。

平成
27年

度
平成
27年

度
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小
豆
島
町
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

小
豆
島
町
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

電
気
器
具
、
配
線
器
具
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
た
め

①
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

②
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
定

期
的
に
清
掃
す
る

③
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
か
な

い
④
コ
ー
ド
が
熱
く
な
っ
た
ら
使

用
し
な
い

調
理
器
具
に
よ
る
火
災
を防ぐ

た
め

①
そ
の
場
を
離
れ
る
時
は
火
を

止
め
る

②
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い

タ
バ
コ
に
よ
る
火
災
を防

ぐ
た
め

①
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

②
吸
い
殻
は
専
用
の
吸
い
殻
入

れ
に
捨
て
る

③
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
る

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

3
月
1
日
㈰
〜
7
日
㈯

『
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す

ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
』

家
庭
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

　

み
な
お
そ
う　

　
　
　

我
が
家
の
火
の
元

　香川県よろず支援拠点が、小豆島町に『よろ
ず小豆島サテライト』を新たに開設します。
「よろず支援拠点」は、国が全国に設置している
経営相談所で、中小企業・小規模事業者の売上
拡大や経営改善等、経営上のあらゆる悩み相談
に無料で対応している機関です。
　よろず支援拠点の専門家が月１回程度出向き、
無料でご相談に応じますので、ぜひご活用くだ
さい。

●3月の相談日時●
日　時　３月25日㈬　10時30分～16時
場　所　内海庁舎　２階応接室
申し込み・問い合わせ先
　企画財政課産業支援室（☎75－1800）まで希
望時間、相談内容をご連絡ください。

香川県よろず支援拠点香川県よろず支援拠点
『よろず小豆島サテライト』開設『よろず小豆島サテライト』開設

　

事
業
の
詳
細
、
募
集
時
期
や

申
請
手
続
き
は
、
各
事
業
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
小
豆
島
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tow
n.shodoshim

a.lg.jp/
osh
irase/m

atid
u
k
u
ri_

shienzigyo.htm
l

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
各
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
」
お
よ
び
「
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
を
上

半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
選
考

委
員
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申

請
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
対
象
事
業
】

１.

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

支
援
事
業

⑴
防
災
・
防
犯
に
関
す
る
活
動

⑵
自
然
環
境
の
保
護
や

景
観
形
成
を
図
る
活
動

⑶
地
域
の
活
性
化
を
図
る
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２.

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り支

援
事
業

⑴
高
齢
者
支
援
に
関
す
る
活
動

⑵
障
害
者
支
援
に
関
す
る
活
動

　

小
豆
島
町
で
は
、
住
民
主
導

の
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
た
め
、
地
域
の
活
性

化
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
の
活

動
に
対
し
て
、
経
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
自
発

的
な
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
、
地
域
の
「
元
気
」・

「
活
力
」・「
に
ぎ
わ
い
」
を
創
出

し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
次
の
対

象
事
業
に
取
り
組
む
団
体
の
募

集
を
開
始
し
ま
す
。

３.

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業

⑴
青
少
年
の健全

育
成
を
図
る
事
業

⑵
芸
術
文
化
の振

興
を
図
る
事
業

⑶
ス
ポ
ー
ツ
の振

興
を
図
る
事
業

【
申
請
期
限
】

１
、
３
：
３
月
31
日
㈫

２
：
随
時

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

１.

企
画
財
政
課

　

☎
７
５
―
１
８
０
０

２.

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

３.

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

見事に復活した中山の虫送り
（虫送り・協働のまちづくり支援事業）

わんぱく力士と取組をする琴勇輝
（わんぱく相撲小豆島場所・生涯学習のまちづくり支援事業）
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音
楽
部
は
、
年
末
、
神
戸
市
で
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

を
迎
え
た
こ
と
に
合
わ
せ
開
か

れ
た
「
こ
べ
っ
こ
＆
し
ま
っ
こ

　

心
を
つ
な
ぐ
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ン

サ
ー
ト2014 IN

 K
O
BE

」
で
、

演
奏
を
披
露
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

神
戸
と
小
豆
島
は
き
っ
て
も

き
れ
な
い
縁
で
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
4
年
前
の
神
戸
と
小
豆

島
坂
手
港
を
結
ぶ
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ェ
リ
ー
の
就
航
は
、
神
戸
と

小
豆
島
の
縁
を
再
び
強
い
も
の

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
日

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
神
戸
市
の

み
な
と
総
局
の
皆
さ
ん
な
ど
た

く
さ
ん
の
神
戸
市
民
の
皆
さ
ん

が
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
と
聞
き

ま
し
た
。
音
楽
は
い
い
な
と
改

め
て
思
い
ま
す
。

　
（
２
月
12
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
母
校
の
苗
羽
小

学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

校
舎
は
、
私
が
5
年
生
の
と

き
に
で
き
た
も
の
で
す
か
ら
、

も
う
半
世
紀
の
歩
み
を
重
ね
て

い
ま
す
。
こ
の
学
び
舎
か
ら
ど

れ
だ
け
多
く
の
卒
業
生
が
巣

立
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
日
、
小
学
校
は
登
校
日

で
、「
苗
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
全
校

生
徒
が
、
生
活
科
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
学
ん
だ
地
域
の

こ
と
な
ど
を
皆
で
発
表
し
た
り
、

合
奏
や
合
唱
を
体
育
館
で
披
露

し
ま
し
た
。

　

1
年
生
は
、
こ
の
1
年
間
で

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

2
年
生
は
、
町
探
検
に
出
か

け
、
ま
ち
の
き
ら
き
ら
さ
ん
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
、
発
表
し
ま

し
た
。

　

3
年
生
は
、
醤
の
郷
の
し
ょ

う
ゆ
屋
さ
ん
を
め
ぐ
り
、
お
店

の
特
徴
や
お
ス
ス
メ
の
商
品
、

働
く
人
々
の
気
持
ち
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

4
年
生
は
、
オ
リ
ー
ブ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
、
オ
リ
ー

ブ
の
魅
力
を
再
発
見
、
新
発
見

し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

5
年
生
は
、
壺
井
栄
の

「
二
十
四
の
瞳
」
を
題
材
に
、
壺

井
栄
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
「
苗
っ
子
放
送
局
」
に
見

立
て
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

6
年
生
は
、「
小
豆
島
の
よ
さ

を
紹
介
し
隊
」
を
つ
く
っ
て
、

「
芸
術
作
品
」「
観
光
地
」「
お
み
や

げ
」「
方
言
」
に
つ
い
て
、
小
豆

島
の
よ
さ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
に
、
自
分
が

育
っ
て
い
る
地
域
の
よ
さ
を
知

り
、
心
の
な
か
に
焼
き
付
け
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
っ
て
、

日
本
や
世
界
各
地
の
よ
さ
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
方
創

生
の
出
発
点
、
原
点
で
す
。

　

音
楽
部
の
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ

イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
・
メ
ド

レ
ー
」
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

　
『
苗
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
Vol.50

学年別に合奏を披露しました

　

小
豆
島
の
顔
と
も
い
え
る
オ

リ
ー
ブ
。
こ
の
オ
リ
ー
ブ
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
オ
リ
ー
ブ
研

究
所
で
は
、
こ
の
た
び
、
研
究

所
に
つ
い
て
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

小
豆
島
は
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培

発
祥
の
地
で
あ
り
、
今
で
は

１
５
０
ｈ
ａ
を
超
え
て
オ
リ
ー

ブ
が
栽
培
さ
れ
る
全
国
に
誇
れ

る
産
地
で
す
。
過
去
に
は
、
40

ｈ
ａ
に
満
た
な
い
低
迷
し
た
時

期
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
生
産

者
を
は
じ
め
関
係
者
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
に
よ
り
、
今
な
お
発
展

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
研
究
所
は
、

時
代
背
景
や
現
場
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
安
定
生
産
技
術
や
加
工

技
術
な
ど
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
研
究

所
の
オ
リ
ー
ブ
に
関
す
る
試
験

研
究
の
歴
史
や
試
験
研
究
の
成

果
と
課
題
な
ど
、
合
計
39
枚
の

パ
ネ
ル
掲
示
や
、
オ
リ
ー
ブ
の

害
虫
や
種
子
の
標
本
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
、
オ
リ
ー
ブ
関
連
の

文
献
（
約
１
７
０
冊
）
も
閲
覧

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
事
前
に
申
し
込
み

い
た
だ
い
た
来
庁
者
に
は
、
研

究
員
に
よ
る
本
県
に
お
け
る
オ

リ
ー
ブ
を
巡
る
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
に
も
応
じ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

開
庁
時
間
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
誰
で
も
ご
自
由
に
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　
『
オ
リ
ー
ブ
研
究
所
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。』

香
川
県
農
業
試
験
場
小
豆
オ
リ
ー
ブ
研
究
所

所　

長

佐
々
木　　
　

裕展示コーナー
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オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

オ
リ
ー
ブ
課
で
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
地
域
の
資
源
で
あ
る
オ

リ
ー
ブ
に
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
、
小
学
校
入
学
記
念
品
と
し
て
、

オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
学
習

の
時
間
を
活
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
出

前
授
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
学
校
園
で

生
徒
自
ら
収
穫
し
た
オ
リ
ー
ブ
果

実
が
、
後
日
新
漬
け
や
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
と
し
て
学
校
給
食
に
提
供

さ
れ
る
オ
リ
ー
ブ
収
穫
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
オ
リ
ー
ブ
課
に
配
属
さ

れ
、
初
め
て
小
学
校
の
オ
リ
ー
ブ

収
穫
体
験
に
行
っ
た
と
き
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
み
ん
な
が
オ
リ
ー
ブ
の
収

穫
を
と
て
も
楽
し
そ
う
に
行
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、「
オ
リ
ー

ブ
の
新
漬
け
好
き
？
」
と
子
ど
も

た
ち
に
聞
い
た
時
、
笑
顔
で
「
好

き
や
で
」
っ
て
答
え
て
く
れ
た
こ

と
が
、
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

出
前
授
業
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
の

歴
史
や
栽
培
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
あ
と
、
オ
リ
ー
ブ
の
枝
を

使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
家
族
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
家
族
や

大
切
な
人
を
思
い
描
い
て
、
一
生

懸
命
楽
し
そ
う
に
ク
ラ
フ
ト
を
つ

く
っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
手
で
収
穫
し
た
オ

リ
ー
ブ
が
給
食
に
献
立
と
し
て
出

て
く
る
、
地
域
の
特
産
品
に
つ
い

て
の
出
前
授
業
が
あ
る
と
い
う
の

は
、
全
国
ど
こ
を
探
し
て
も
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
が
、
オ

リ
ー
ブ
に
興
味
を
持
ち
、
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
オ
リ
ー

ブ
の
良
さ
を
収
穫
体
験
や
出
前
授

業
を
通
し
て
伝
え
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　　『
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
オ
リ
ー
ブ
に
親
し
む
』

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
の

昔
遊
び
や
老
人
会
と
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
経
験
し
て
い
ま

す
。
秋
祭
り
に
行
わ
れ
る
伝
統

の
「
幟
差
し
」
に
も
触
れ
、
地

域
の
人
と
の
温
か
い
か
か
わ
り

の
中
で
育
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
よ
き
伝

統
や
文
化
、
自
然
を
取
り
入
れ

る
こ
と
は｢

本
物
に
出
合
う｣

「
好
奇
心
・
探
求
心
を
培
う
」

「
郷
土
を
愛
す
る｣

な
ど
様
々

な
利
点
が
あ
り
、
心
揺
さ
ぶ
ら

れ
る
感
動
体
験
が
で
き
ま
す
。

地
域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
で

園
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
子
ど

も
た
ち
の
心
が
育
ま
れ
る
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が

園
生
活
を
通
し
て
地
域
の
人
々

と
つ
な
が
り
を
も
ち
、
美
し
い

自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
心
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
に
育
つ
よ
う

実
践
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　

乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た

る
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
極

め
て
大
切
な
時
期
で
す
。
日
々
、

園
に
通
園
す
る
子
ど
も
た
ち
に

豊
か
な
教
育
環
境
を
整
え
て
楽

し
い
園
生
活
を
保
障
し
、
生
き

る
力
の
基
礎
を
育
む
こ
と
が
私

た
ち
の
役
目
で
あ
り
責
任
で
す
。

　

福
田
こ
ど
も
園
・
橘
こ
ど
も

園
（
通
称
）
は
、
同
じ
園
舎

の
中
に
幼
稚
園
と
保
育
所
両
方

の
機
能
を
も
つ
一
体
化
施
設
で

す
。
年
々
、
園
児
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
小
規
模
園
の
よ
さ

を
活
か
し
て
い
ま
す
。
１
歳
児

か
ら
５
歳
児
の
園
児
一
人
一
人

の
よ
さ
と
可
能
性
が
発
揮
で
き

る
こ
と
を
大
切
に
し
、
遊
び
を

通
し
て
学
び
の
基
礎
が
培
え
る

よ
う
に
教
育
・
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
、
地
域
に
根
ざ
し
た
取

り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

福
田
こ
ど
も
園
で
は
、
地
域

を
歩
き
福
田
の
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
る｢
わ
く
わ
く
探
検｣

に
出
掛
け
、
経
験
豊
か
な
地
域

の
人
た
ち
か
ら
お
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
さ
わ
や
か
な
風

の
吹
く
葺
田
パ
ビ
リ
オ
ン
で
遊

び
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
か

か
わ
る
人
々
と
触
れ
合
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
安
全
な
園
生
活

を
送
る
た
め
に
地
域
安
全
推
進

委
員
の
方
に
見
守
ら
れ
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
幼
い
な
が

ら
に
肌
で
感
じ
て
き
た
地
域
の

伝
統
芸
能｢

獅
子
舞
」
を
遊
び

に
取
り
入
れ
、
す
ば
ら
し
い
表

現
が
で
き
る
こ
と
に
地
域
と
の

深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
。

　

橘
こ
ど
も
園
は
、
讃
岐
百
景

に
も
選
ば
れ
た
拇
指
岳
の
麓
に

園
舎
が
あ
り
ま
す
。
播
磨
灘
を

望
む
海
や
山
、
四
季
折
々
の
自

然
を
保
育
に
取
り
入
れ
、
学
校

　
　
　

福
田
・
橘
こ
ど
も
園

園　

長

川　

口　

こ
の
み

オリーブの枝を使った
クラフト作り　　　　

「
つ
な
が
り
で
創
る
豊
か
な
園
生
活
」

　
　
　
　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
課 

主　

事

三　

木　
　
　

彩
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国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

★
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
…

　
・
国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
た

場
合
で
も
、資
格
を
得
た
月
（
職

場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
月
）

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の

間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。

★
や
め
る
届
出
が
遅
れ
る
と
…

　
・
手
元
に
保
険
証
が
あ
る
た
め
、

そ
れ
を
使
っ
て
医
療
を
受
け
て

し
ま
う
と
、
国
保
が
負
担
し
た

医
療
費
を
後
で
返
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
保
険

証
が
手
元
に
「
あ
る
・
な
し
」

に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機
関
受

診
日
に
国
保
の
資
格
が「
あ
る
・

な
し
」
で
判
断
し
ま
す
。）

　
・
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

と
き
、
国
保
脱
退
の
届
出
を
し

な
い
と
資
格
が
加
入
の
ま
ま
に

な
り
、
国
民
健
康
保
険
税
と
他

の
健
康
保
険
料
を
二
重
で
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
場
所
】

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
５
―
０
５
５
８

　

3
月
、
4
月
は
、
修
学
・
就
職
・
退
職
な
ど
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

　

こ
ん
な
と
き
に
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（※家族の方が代理で届出を行うこともできます。）

こ ん な と き 手続きに必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入したとき ①認め印
②本人確認ができるもの（免許証など）

職場の健康保険をやめたとき

①認め印
②職場の健康保険をやめたことが確認できる
証明書（資格喪失証明書）

③本人確認ができるもの（免許証など）

子どもが生まれたとき
①認め印
②国民健康保険証
③母子健康手帳

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出したとき ①認め印
②国民健康保険証

職場の健康保険に
加入したとき

①認め印
②国民健康保険証
③新しく加入した職場の保険証（新しく加入
した人全員分）

被保険者が死亡したとき ①認め印
②国民健康保険証

そ　
　

の　
　

他

住所・世帯主・氏名などが
変わったとき

①認め印
②国民健康保険証
③本人確認ができるもの（免許証など）

保険証を紛失したり、破損し
て使用できなくなったとき

①認め印
②国民健康保険証（破損の場合）
③本人確認ができるもの（免許証など）

修学や単身赴任のため、約１
年以上小豆島町を離れるとき
※１年ごとに届出が必要です

①認め印
②国民健康保険証
③在学証明書または学生証など（修学の場合）

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

『
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
』
の

『
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
』
の

引
き
換
え
に
つ
い
て

引
き
換
え
に
つ
い
て

　

6
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
国

民
健
康
保
険
『
健
康
づ
く
り
で

〝
ポ
イ
ン
ト
〞
を
貯
め
よ
う
』

事
業
は
、
2
月
28
日
で
ポ
イ
ン

ト
対
象
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

お
手
元
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

確
認
の
う
え
、
必
ず
引
き
換
え

期
間
内
に
記
念
品
と
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。

【
引
き
換
え
期
間
】

　

３
月
10
日
㈫
〜
4
月
30
日
㈭

※
引
き
換
え
期
間
を
過
ぎ
た
場

合
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

【
引
き
換
え
場
所
】

　
・
健
康
づ
く
り
福
祉
課

　
・
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

『
健
康
づ
く
り
で
〝
ポ
イ
ン
ト
〞

を
貯
め
よ
う
』
事
業
と
は
？
？

　

対
象
者
は
、
平
成
26
年
4
月

1
日
時
点
で
小
豆
島
町
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方
（
資
格
喪
失
日
以
降

は
対
象
外
）
で
、
町
が
実
施
す

る
検
診
な
ど
を
受
診
、
ま
た
は

健
康
教
室
へ
参
加
す
る
こ
と
で

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
ポ
イ
ン

ト
数
に
応
じ
て
、
記
念
品
と
交

換
で
き
る
事
業
で
す
。

　

6
月
に
、
対
象
者
全
員
へ
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。
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場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

３月５日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・
草壁・安田

３月12日 中山、蒲生、池田
３月19日 馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・

西村・草壁・安田
※送迎は、お電話で当日の午前11時までにお申し込みください。
※３月26日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈
子
ど
も
の
発
熱
そ
の
１
：
熱
を
出
し
な
が
ら
強
く
な
る
！
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

が
あ
っ
て
も
無
理
に
解
熱
剤
を

使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
解

熱
剤
を
使
う
目
的
は
、「
熱
が

少
し
ま
し
な
時
間
を
作
っ
て
、

体
が
楽
な
間
に
、
食
事
や
水
分

摂
取
、睡
眠
な
ど
を
と
る
こ
と
」

で
す
。
決
し
て
た
だ
熱
を
下
げ

れ
ば
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
し
ん
ど
そ
う
で
な
け
れ

ば
「
下
げ
る
必
要
は
な
い
」
の

で
す
。

　

周
囲
の
大
人
が
し
て
あ
げ
る

こ
と
は
、
暑
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
あ
げ
る
、
水
分
を
し
っ

か
り
与
え
る
、
食
事
の
時
間

に
か
か
わ
ら
ず
食
べ
ら
れ
る
と

き
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
、
寝

く
は
、
か
ぜ
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
る
も
の
で
す
。
体
温

を
上
げ
る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス

の
増
え
る
勢
い
が
弱
ま
り
、
ま

た
免
疫
系
が
活
性
化
さ
れ
、
全

体
と
し
て
だ
ん
だ
ん
病
気
が

治
っ
て
い
く
の
で
す
。「
発
熱
」

は
、
体
が
戦
っ
て
い
る
証
拠
な

の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
子
ど
も
自
身
が

し
ん
ど
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
熱

　

子
ど
も
は
、
本
当
に
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
熱
を
出
し
ま
す
。
そ
れ

こ
そ
39
度
な
ん
て
当
た
り
前
、

40
度
な
ん
て
出
た
ら
親
の
方
が

つ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

小
さ
な
体
で
ふ
う
ふ
う
言
っ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
代
わ
っ
て

あ
げ
た
い
・
・
と
思
っ
た
親
御

さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
発
熱
の
原
因
の
多

や
す
い
状
況
を
作
っ
て
あ
げ

る
・
・
・
な
ど
な
ど
、
ウ
イ
ル

ス
と
の
戦
い
に
耐
え
ら
れ
る
快

適
な
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ

と
で
す
。

　

熱
の
原
因
に
な
る
、
ウ
イ
ル

ス
を
始
め
と
す
る
病
原
体
は
、

そ
れ
こ
そ
星
の
数
ほ
ど
い
る
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
人

間
の
体
は
、
そ
の
よ
う
な
病
原

体
に
さ
ら
さ
れ
る
た
び
に
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
対
応
す
る
抗
体
を

作
っ
て
、体
を
守
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
病
原
体
に
さ
ら
さ
れ

な
い
と
体
を
守
る
免
疫
は
で
き

な
い
の
で
す
。

　

発
熱
は
、
体
が
病
原
体
と
戦

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

182Kcal
　14.2ｇ
　6.4ｇ
98mg
　0.7ｇ

今年のテーマ　 ～塩分控えめレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

あさりとコーンの
和風チャウダー

っ
て
い
る
証
拠
で
あ
り
、
熱
が

下
が
れ
ば
そ
の
病
原
体
に
勝
っ

た
証
拠
、
ひ
と
つ
体
が
免
疫
を

獲
得
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
発
熱
は
心
配
な
も
の

で
す
が
、
熱
を
出
し
て
い
る
子

ど
も
に
対
し
て
周
囲
の
大
人
が

で
き
る
こ
と
、
心
配
す
る
こ
と

以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う

な
気
が
し
ま
せ
ん
か
？

❖材　料（４人分）

❖作り方

玉ねぎ
にんじん
しめじ
オリーブ油
ホールコーン缶
だし汁

あさり（むき身）
豆乳
片栗粉
水
パセリみじん切り

中1個
１/２本
１パック

大さじ１/２
100ｇ
200㎖

180ｇ
400ml

大さじ１/
２

大さじ１
小さじ1

玉ねぎは角切りに、にんじんは薄めのいちょう切りに
する。しめじは石づきをとり、１㎝の長さに切る。
鍋にオリーブ油を熱し、①の野菜を炒める。水切りし
たコーン、だし汁を加えて、野菜に火がとおるまで10
分程煮る。あさり、豆乳を加えてふつふつしたら、水
溶き片栗粉を加えてとろみをつける。
器に盛り付け、パセリをふる。

①

②

③
※あさりのうまみと野菜の甘みでマイルドな味に！

　該当号の広報を確認のうえ、希望者は申し込
みください。
　胃・肺・大腸がん検診は、昨年度受診者は申
し込み不要です。
　乳・子宮頸がん検診は、平成25年度受診者は
申し込み不要です。
　5 月　胃がん・骨粗しょう症検診（４月号）
　6 月　乳・子宮頸がん検診（４月号）
10～11月　肺・大腸がん検診（８月号）
11月　肝炎ウイルス検診（９月号）
12月　胃・乳・子宮頸がん検診（11月号）

H27年度　集団検診の年間予定H27年度　集団検診の年間予定
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◆
小
学
校
低
学
年
の
部

　

大お
お

西に
し　

優ゆ
う

輝き（
池
田
小
２
年
）

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と　

や
く
そ

く
し
た
よ

　

竹た
け

田だ　

拓ひ
ろ

生き（
星
城
小
１
年
）

　

ば
ん
ね
ず
み
の
ヤ
カ
ち
ゃ
ん

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

　

土ど

居い　

仁じ
ん

太た（
苗
羽
小
３
年
）

　

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
！

　

高た
か

橋は
し　

　

葵あ
お
い（
安
田
小
４
年
）

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

　

篠し
の

田だ　

優ゆ
う

音と（
星
城
小
６
年
）

　

幻
の
カ
ブ
ト

　

松ま
つ

村む
ら　

彩あ
や

音ね（
安
田
小
５
年
）

　

せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
た
瞳
さ

ん
◆
中
学
・
高
校
の
部

　

戎え
び
す　

真ま

奈な（
小
豆
島
高
2
年
）

　

病
気
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

【
選
評
に
か
え
て
】

　

町
立
図
書
館
が
、
読
書
感
想

文
の
募
集
を
は
じ
め
て
今
年
で

36
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
応
募

作
品
を
読
む
と
、「
も
し
、
わ

た
し
が
主
人
公
だ
っ
た
ら
…
」

と
素
直
な
感
想
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ど
の
作
品
も
選
ん
だ
本

に
感
動
し
、
読
書
の
喜
び
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
読
書
を
通

し
て
自
分
の
家
族
や
友
人
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
た

り
、
家
族
や
友
人
の
い
る
何
気

な
い
毎
日
に
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
良

い
本
に
出
会
い
、
登
場
人
物
と

一
緒
に
行
動
し
、
哀
歓
を
と
も

に
し
、
感
動
し
、
心
豊
か
に
成

長
し
て
く
れ
る
よ
う
信
じ
て
い

ま
す
。

松
まつ

本
もと

　睦
むつ

生
き

（苗羽小２年）
ぼくは

おにいちゃん

三
み

木
き

　愛
あい

可
か

（小豆島中１年）
あきらめないこと

安
やす

本
もと

　英
えい

知
ち

（苗羽小４年）
「ちきゅうがウンチ
　だらけにならない
わけ」を読んで

海
うみ

野
の

　碧
あお

音
ね

（苗羽小６年）
人と人が

つながること

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

◆
中
学
・
高
校
の
部

◆
小
学
校
中
学
年
の
部

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

第第
3636
回
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
決
定

回
読
書
感
想
文
最
優
秀
賞
決
定

　

町
立
図
書
館
主
催
の
第
36
回
読
書
感
想
文
募
集
に
、
町
内
の
小
・
中

学
生
と
一
般
か
ら
32
編
が
寄
せ
ら
れ
、
選
考
の
結
果
、
次
の
方
々
が
受

賞
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談 

　

学
校
を
休
み
が
ち
・
い
じ

め
・
進
路
な
ど
教
育
に
つ
い
て

小
・
中
・
高
校
生
や
保
護
者
か

ら
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
受
付
時
間
】　

月
〜
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

8
時
30
分
〜
17
時

●
親
の
会

　

学
校
を
休
み
が
ち
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
が
悩
み
や
子
ど
も
と

の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話
す

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
【
日
時
】　

毎
月 

第
3
金
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

内
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
若
竹
教
室
」

☎
６
２
―
６
２
０
０

（
場
所
：

土
庄
中

学
校
東
）

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

｢｢

若
竹
教
室

若
竹
教
室｣｣

か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ら
の
お
知
ら
せ

援
セ
ン
タ

２
０
０

　

今
年
2
月
に
高
山
右
近
没

４
０
０
年
に
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
小
豆
島
の
国
際
的
な
島
の

歴
史
を
島
民
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
13
日
㈮

　
　
　

19
時
〜
20
時

場
所　

土
庄
町
中
央
公
民
館

　
　
　

2
階
中
会
議
室　
　

講
師　

佐
伯
一
義
氏

　
　
（
高
槻
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ

の
会
）

入
場
料　

無
料　

主
催　

小
豆
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

後
援　

小
豆
島
町
、
土
庄
町
、

小
豆
島
町
教
育
委
員
会
、
土

庄
町
教
育
委
員
会
、
淵
崎
村

里
づ
く
り
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
島
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
国
際
奉
仕
委

員
会　

委
員
長　

葛
西

　
☎
０
９
０
―
７
１
４
５
―
８
０
０
８

「
小
豆
島
に
住
ん
だ
、
国
際
人

「
小
豆
島
に
住
ん
だ
、
国
際
人

高
山
右
近
」
没
４
０
０
年
！

高
山
右
近
」
没
４
０
０
年
！
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サーカスナイト　
さいはてにて
サーカスの夜に
奴隷小説
小説創業社長死す
指 の 骨
雨に泣いてる
透明カメレオン
暗闇・キッス・それだけで
桑港特急
しるしなきもの
闇から届く命
入社１年目のメール仕事術
捏造の科学者 STAP細胞事件
おかんメール　3
大人のためのスマホのトリセツ。
あかちゃんがわらうから
高峰秀子解体新書
オリーブオイル“冷えとり”レシピ
魚焼きグリルのかんたん絶品レシピ
ホットケーキミックスなら簡単!300レシピ
るるぶ大阪ベスト　'15～'16
るるぶこどもとあそぼ!中国四国 '15～'16

よしもとばなな
柿 木 奈 子
小 川　　 糸
桐 野 夏 生
髙 杉　　 良
高 橋 弘 希
真 山　　 仁
道 尾 秀 介
森　　 博 嗣
山 本 一 力
真 藤 順 丈
藤 岡 陽 子
中 山 真 敬
須 田 桃 子
『おかんメール』制作委員会
宝 島 社
おーなり由子
斎 藤 明 美
青 木 敦 子
川 上 文 代
主 婦 の 友 社

（幼児向き）
はなちゃんのはやあるきはやあるき
おばあちゃんのひなちらし
うめぼしさん
パンツはちきゅうをすくう
そらからみると
ルラルさんのぼうえんきょう
（児童向き）
そうめんこぞう
子ヤギがうまれたよ !
妖怪いじわるひょうしき
心霊スポットへようこそ　
オオサンショウウオ
名探偵コナン迷宮の十字架
（ティーンズ向き）
大日本サムライガール　9
ＡＢＣ！　曙第二中学校放送部
坂東蛍子、屋上にて仇敵を待つ

日
時　

３
月
８
日
㈰

　
　
　

10
時
〜

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

四
月
か
ら
島
を
離
れ
、

一
人
暮
ら
し
を
す
る
方
（
高

校
三
年
生
な
ど
）
を
対
象
に

毎
日
の
食
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
一
人
で
も
手
軽

に
作
れ
る
オ
リ
ー
ブ
を
使
っ

た
料
理
を
行
い
ま
す
。

講
師　

大
川
さ
ち
子 

先
生

定
員　

16
名

費
用　

無
料

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

申
込
締
め
切
り　

3
月
5
日
㈭

申
し
込
み
先　

働
く
婦
人
の
家

☎
８
２
―
０
４
１
０

「
一
人
暮
ら
し
自
炊
し
よ
う
！
」

「
一
人
暮
ら
し
自
炊
し
よ
う
！
」

オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室

オ
リ
ー
ブ
料
理
教
室

オリーブギャラリー3月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容

3月7日㈯～3月22日㈰ フォト集団オリーブ　写真展
「小豆島の四季」

広報文芸

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

短歌　現人
一月例会　詠草

明
け
て
今
年
世
界
平
和
と
開
運
を
祈
る
心
で
天
地
お
ろ
が
む　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
千
英
子

足
問
へ
ば
足
を
と
ん
と
ん
手
を
問
へ
ば
両
手
バ
ン
ザ
イ
可
愛
い
い
童わ

ら
べ　

　
　
　
　

山
下
美
千
代

洗
濯
も
の
忘
れ
て
急
ぎ
夕
月
の
し
ろ
き
明
か
り
も
共
に
取
り
込
む　
　
　
　
　
　

大
倉
真
智
子

風
に
乗
り
ど
ん
ど
火
群
に
竹
の
音
弾
く
る
馬
場
の
神
寂
び
て
ゐ
る　
　
　
　
　
　

丹
生　

裕
子

差
出
人
「
権
兵
衛
さ
ん
」
の
年
賀
状
糸
を
手
繰
り
て
謎
解
き
を
す
る　
　
　
　
　

藤
井　

哲
夫

健
ち
ゃ
ん
は
お
や
ゆ
び
岳
の
登
山
中
家
業
の
か
ま
ぼ
こ
誰
が
為
す
か
や　
　
　
　

小
林　

久
子

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
一
ひ
ら
宙
に
浮
く
昭
和
一
ケ
タ
吾
も
翔
び
た
や　
　
　
　
　
　

柴
田　

令
子

浜
の
砂
点う

ち
て
過
ぎ
ゆ
く
寒
時
雨
屋
島
・
八
栗
も
鼠ね

づ

色
お
ぼ
ろ　
　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

今月のロビー展

映画会のお知らせ

本のリサイクルフェアー

行 事 名 日　　　　　　時 対　象
にこにこおはなし会
論語を読む会
おはなしひとみ会
古文書講座
紫式部日記を読む会
読書会
（内容：「おたふく」山本一力 著）

1日 ㈰　
7日 ㈯　
8日 ㈰　
14日 ㈯　
14日 ㈯　
15日 ㈰　

14：00～14：30
10：00～12：00
14：00～14：30
10：00～12：00
14：00～16：00
14：00～16：00

幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
一　　　般
一　　　般

大人向け　　「ガンバレ！新社会人！新入生！」図書展
　　　　　　「3.11 大震災の記録　－防災について考える－」　図書展3月29日㈰まで
こども向け　「もうすぐ春」図書展　　３月29日㈰まで

3月29日㈰　14時から（子ども向け）　「ハロー！ミッキー」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

3月28日㈯・29日㈰10：00から本のリサイクルフェアーを行います。
古くなった小説・雑誌・絵本など、様々なジャンルの本のリサイクル（無料）を行
います。ぜひ、お越し下さい。

3月の行事予定

生 田 句 会

介
護
士
の
笑
顔
と
別
る
冬
の
海　
　
　
　
　

眞
砂　

松
韻

初
売
の
雑
踏
抜
け
し
万
歩
計　
　
　
　
　
　

岡
田　

雅
子

京
の
旅
し
た
た
め
て
ゐ
る
初
日
記　
　
　
　

柴
田　

禮
美

初
句
会
別
離
の
句
座
に
な
ろ
う
と
は　
　
　

中
岡
佐
智
子

七
草
を
探
す
菜
園
一
と
廻
り　
　
　
　
　
　

太
麻　

孝
子

何
処
か
ら
か
餅
搗
く
音
や
島
の
路
地　
　
　

吉
仲　
　

等
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オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

定植後、風に揺られると活
着が遅れるので、しっかり
支柱をしてください　　　

　家庭は、青少年の人格
形成に重要な役割をしま
す。
　特に性格や基本的生活
習慣は、乳児期から幼児
期、児童期、青年前期に
かけて家族のあり方やし
つけ、子育ての姿勢が大きく影響します。
　子どもたちが自立するために、発達段階に応じ
て支援し、見守っていきたいものです。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
厳
寒
期
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら

が
整
枝
・
せ
ん
定
の
適
期
と

な
り
ま
す
。
高
さ
を
抑
え
、

栽
培
管
理
し
や
す
く
す
る
と

と
も
に
、
風
通
し
や
日
当
た

り
を
よ
く
す
る
た
め
、
不
要

な
枝
や
病
気
の
枝
を
除
き
ま

す
。
な
お
、
せ
ん
定
枝
は
早

め
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

②
3
月
は
花
芽
が
で
き
る
大
事

な
時
期
で
す
。
3
月
中
旬
頃

ま
で
に
春
肥
を
施
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
暖
か
く
な
り
始
め
る
と
、
雑

草
が
ぐ
ん
ぐ
ん
生
育
し
ま

す
。
雑
草
の
中
で
は
病
害
虫

が
活
動
を
始
め
る
の
で
、
春

肥
ま
で
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。

④
近
年
、
炭
疽
病
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
萌
芽
が
始

ま
る
ま
で
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

66
Ｄ
の
50
倍
液
を
樹
の
大
き

さ
や
数
を
考
え
、
10
ア
ー

ル
当
た
り
２
０
０
〜
７
０
０

リ
ッ
ト
ル
を
樹
全
体
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
3
月
は
植
え
付
け
・
植
え
替

え
の
適
期
で
す
。
植
え
付
け

後
は
支
柱
を
し
、
新
し
い
根

が
伸
長
す
る
ま
で
は
、
週
1

〜
2
回
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

3
月
8
日
㈰

　
　
　

開
場
13
時
〜

　
　
　

上
映
13
時
30
分
〜

会
場　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

タ
イ
ト
ル

　
「
う
ま
れ
る
」（
１
０
４
分
）

　
http://w

w
w
.um
areru.jp

費
用　

無
料

申
し
込
み
先　

健
康
づ
く
り
福

祉
課
に
専
用
の
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
、
3
月
5
日
㈭
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

蕭
８
２
―
５
０
３
７

主
催　

小
豆
島
町
あ
い
い
く
会

※
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

あ
い
い
く
会　

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ

あ
い
い
く
会　

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　ご家庭で認知症のご家族の介護をしていて、
さまざまな悩みを抱え込んでいませんか？
　認知症のご家族を介護されている方々の心身
のリフレッシュを目的とした「認知症の方を介
護している家族のつどい」を下記のとおり開催
します。見守りが必要なご家族も一緒にお越し
ください。皆さんが交流会に参加している間、
別室で地域包括支援センター職員が見守りしま
す。
　また、以前に在宅で認知症のご家族を介護さ
れていた方もぜひご参加ください。
日時　３月27日㈮　13時30分～15時
場所　サン・オリーブ
内容　・参加者同士の交流
　　　・リフレッシュ体操
　　　　（講師：秋山幸江氏　健康運動指導士）
対象者　①町内に住所を有し、在宅で認知症
　　　　　のご家族を介護されている方
　　　　②町内に住所を有し、以前に在宅で
　　　　　認知症のご家族を介護されていた方
参加費　無料
申し込み方法　３月11日㈬までに小豆島町地域
包括支援センター（☎82－7006）までお申
し込みください。その際に、見守りが必要な
ご家族と一緒に参加される方・送迎を希望さ
れる方は合わせてご連絡ください。

認知症の方を介護している認知症の方を介護している
家族のつどい家族のつどい

　小豆地区少年育成センターでは相談の窓口を設
けています。子どもの不登校・いじめ・非行・進
路など遠慮なくご相談ください。

問い合わせ先　小豆地区少年育成センター
　ヤング相談電話　☎62－6200

心豊かなたくましい子に育てるために

《青少年健全育成啓発》

①乳児期に
は、信頼感
を育てまし
ょう

②幼児期に
は、自立心
を育てまし
ょう

③児童期に
は、活動性
を育てまし
ょう

④青年前期
には、自発
性を育てま
しょう
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　今年は被爆70年そして核不拡散条約再検討会
議開催の年です。そのために、70年前のヒロシ
マ・ナガサキに何が起こったのか、知っていた
だくために当時の写真を展示して、再びヒロシ
マ・ナガサキを繰り返さないために、一人でも
多くの皆さんにお越しいただきたいと思います。

　開催日　３月９日㈪～15日㈰
　会　場　サン・オリーブ
　　　　　２階情報プラザ
　主　催　原水爆禁止小豆協議会

「原爆と人間」原爆写真展「原爆と人間」原爆写真展

　

毎
年
、
氏
政
の
命
日
に
近
い

3
月
初
旬
、
追
善
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。「
平
井
兵
左
衛
門
氏

政
終
焉
の
地
」（
町
指
定
史
跡
）

で
追
善
供
養
を
行
っ
た
後
、「
池

田
の
桟
敷
」（
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
）
に
お
い
て
、
氏
政
の
遺

徳
を
偲
ん
で
作
ら
れ
た
そ
の
名

も
「
兵
左
衛
門
太
鼓
」
を
池
田

小
学
校
の
生
徒
が
奉
納
し
ま
す
。

追
善
供
養

日
時　

3
月
8
日
㈰

　
　
　

9
時
30
分
〜

場
所　

平
井
兵
左
衛
門
墓
地

平
称
霊
神
祭
・
兵
左
衛
門
太
鼓

日
時　

3
月
8
日
㈰

　
　
　

10
時
〜

場
所　

亀
山
八
幡
宮
馬
場

核兵器のない世界のために核兵器のない世界のために

70年前のあの日、
キノコ雲の下で起こったことを見てみませんか？

　

差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
人
権
・
同
和

問
題
に
関
心
や
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
町
内

3
隣
保
館
＋
橘
公
民
館
共
同
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
京
都
出
身
で
若

い
こ
ろ
か
ら
識
字
運
動
に
取
り

組
み
、
69
歳
で
大
学
に
進
学
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
経

験
を
お
持
ち
の
山
本
栄
子
さ
ん

を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を

踏
ま
え
た
活
動
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

3
月
7
日
㈯

　

18
時
30
分
開
会

　
（
18
時
15
分
〜
受
付
開
始
）

会
場　

橘
会
館
ふ
れ
あ
い
広
場

講
演
タ
イ
ト
ル　

　
「
出
会
え
た
喜
び
〜

つ
な
が
ろ
う
人
権
の
輪
〜
」

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

橘
会
館

　

☎
８
２
―
２
０
１
５

〜
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

■
１
９
３
１
年
2
月　

京
都
市

中
京
区
生
ま
れ

■
小
学
校
卒
業
後
12
歳
か
ら
働

き
始
め
る
。

人
権
・
同
和
問
題
啓
発
講
演
会
の
お
知
ら
せ

人
権
・
同
和
問
題
啓
発
講
演
会
の
お
知
ら
せ

■
１
９
６
０
年
代
か
ら
自
宅
を

開
放
し
識
字
教
室
を
始
め
、

以
後
識
字
運
動
に
力
を
注
ぐ
。

■
40
代
に
給
食
調
理
員
と
し
て

教
育
現
場
に
携
わ
る
。
退
職

後
、
夜
間
中
学
、
定
時
制
高

校
に
通
い
、
69
歳
で
大
学
に

進
学
。

　
　

現
在
も
部
落
解
放
を
目
指

し
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　成年後見制度の概要を理解していただくと
ともに、今後の担い手として注目されている
市民後見人についての講演会を（公社）あい
権利擁護支援ネットの池田惠利子氏をお招き
して行います。成年後見制度・市民後見人に
ついて理解を深めたいとお考えの方はぜひご
参加ください。
日時　３月22日㈰　13時30分～16時
場所　サン・オリーブ　多目的ホール
講師　（公社）あい権利擁護支援ネット　
　　　　　　　　　代表理事　池田惠利子氏
主催　（一社）後見センター・小豆島スタイル
後援　香川県、小豆島町、土庄町、香川県社
会福祉協議会、小豆島町社会福祉協議会、
土庄町社会福祉協議会、香川県司法書士会、
（公社）成年後見センター・リーガルサポー
ト香川県支部　

※入場無料ですので、当
　日どなたでもお越しく
　ださい。　　　
問い合わせ先
　（一社）後見センター・
　小豆島スタイル　
　担当　竹 迫
　☎75－0990

「地域における権利擁護を「地域における権利擁護を
市民後見人として支える」講演会市民後見人として支える」講演会

兵左衛門太鼓

義
人　
平
井
兵
左
衛
門
追
善
供
養

義
人　
平
井
兵
左
衛
門
追
善
供
養



皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800
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☆
こ
ん
な
症
状
が

み
ら
れ
た
ら
要
注
意
！
！

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、

左
記
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
発
し

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

●
口
数
が
減
っ
て
元
気
が
な
い

●
「
消
え
て
し
ま
い
た
い
」「
死

ん
だ
ら
楽
に
な
る
」
な
ど
と

口
に
す
る

●
身
な
り
や
健
康
に
気
を
遣
わ

な
く
な
る

●
表
情
が
暗
か
っ
た
人
が
、
奇

妙
に
明
る
く
振
る
舞
う

●
自
暴
自
棄
に
な
り
、
危
険
な

行
動
（
無
謀
運
転
、
交
通
事

故
、
大
け
が
等
）
を
と
る

☆
サ
イ
ン
に

気
づ
い
た
と
き
の
対
応
は
？

　

説
得
を
し
た
り
、
何
と
か
し

て
あ
げ
よ
う
と
あ
わ
て
る
前

に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
従
っ
て
、

接
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

①
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
と

に
か
く
話
を
聞
い
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
助
言
や
結
論
を

急
が
ず
、
最
後
ま
で
話
を
聴

き
ま
し
ょ
う
。
励
ま
し
や
安

易
な
助
言
は
禁
物
で
す
。

②
相
手
の
抱
え
て
い
る
問
題
を

整
理
し
、
医
療
機
関
や
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
機
関

に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
可

能
で
あ
れ
ば
、
一
緒
に
同
行

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ご

本
人
の
状
況
や
気
持
ち
を
理

解
で
き
る
家
族
や
友
人
・
上

司
な
ど
に
も
、
一
緒
に
協
力

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

☆
自
殺
予
防
や
心
の
健
康
を

支
援
す
る
相
談
窓
口

●
香
川
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
８
７
―
８
３
３
―
７
８
３
０

　
（
24
時
間
、
３
６
５
日
対
応
）

●
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　

☎
０
８
７
―
８
３
３
―
５
５
６
０

●
こ
こ
ろ
の
電
子
メ
ー
ル
相
談

　

http://w
w
w
.pref.kagaw

a.
jp/seishinhoken/m

okuji/
m
ail.htm

l

どもたちに安全・安心を

るさと給食を楽しむ

非常持ち出し袋を内海保育所へ寄贈

琴勇輝関帰島

　2月3日、岡山県電気工事工業組合小豆島支部
の宮谷巧さんから内海保育所に非常持ち出し袋5
セットが寄贈されました。
　5歳児の5人が代表として受け取り、宮谷さん
にお礼の言葉を述べました。
　岡山県電気工事工業組合は中国電力（株）供給
区域に属する電気工事業を営む事業者で構成され
ており、今回は創立50周年を記念した社会貢献
事業の一環として行われ、小豆島町、土庄町の教
育施設にそれぞれ非常持ち出し袋が贈られました。

　1月28日、初場所に見事勝ち越しを決めた、
琴勇輝関が帰島し、町内の老人福祉施設や母校で
ある小豆島中学校を訪れ、近況報告をしました。
　小豆島中学校では、男女揃って全国駅伝大会に
出場した陸上部にストップウォッチを贈呈した
後、生徒たちと一緒にオリーブハマチ、そうめん
のふし汁などのふるさと給食を味わいました。
　琴勇輝関は「母校は元気がもらえる場所。次場
所も無事に15日間頑張りたい」と抱負を述べま
した。

子

ふ

３
月
は

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
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く
ら
し
の
情
報

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

　
・
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な

い
こ
と

申
込
書
類

　
・
申
込
書

　
・
履
歴
書
（
指
定
の
も
の
）

　
・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　
・
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
証
の
写
し

採
用
予
定
年
月
日

　

随
時

試
験
日
時
・
場
所

　

別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　

３
月
５
日
㈭

申
込
期
間

　

随
時
（
採
用
予
定
者
数
に
達

し
次
第
終
了
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
事
務
局

　

☎
６
２
―
６
５
６
５

入
学
定
員　

15
名

修
業
年
限　

2
年

受
験
資
格

　

①
高
等
学
校
以
上
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

　

②
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

②
3
月
24
日
㈫
ま
で

そ
の
他
の
募
集
種
目

•
医
科
・
歯
科
幹
部
（
医
師
・

歯
科
医
師
の
免
許
所
得
者
）

•
技
術
海
上
・
航
空
幹
部
（
海

上
は
大
卒
38
歳
未
満
、
航
空

は
大
卒
45
歳
未
満
）

•
技
術
海
曹
・
空
曹
（
20
歳
以

上
で
国
家
免
許
取
得
者
等
）

※
各
募
集
種
目
の
受
付
、
試
験

日
時
、
試
験
場
等
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
土
庄
分
駐
所

　

☎
６
２
―
７
０
０
０

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
香
川
地
方

協
力
本
部

　

☎
０
８
７
―
８
３
１
―
０
２
３
１

募
集
区
分
お
よ
び
募
集
人
員　

　
小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム
嘱
託
職
員

　
（
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
）

1
名
程
度

応
募
資
格

　
・
60
歳
未
満
（
定
年
60
歳
）
で

あ
り
、
看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
の
資
格
を
有
す
る
方

　
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
27
年
度

の
自
衛
官
採
用
試
験
の
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
区
分

①
幹
部
候
補
生

　
（
一
般
お
よ
び
歯
科
・
薬
剤
科
）

②
予
備
自
衛
官
補

　
（
一
般
お
よ
び
技
能
）

応
募
資
格

①
一
般
は
平
成
28
年
4
月
1
日

現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

の
方
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満

は
大
卒
見
込
み
、
修
士
課
程

修
了
者
等
は
28
歳
未
満
）

　

歯
科
・
薬
剤
科
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

②
一
般
は
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方

　

技
能
は
18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
方

受
付
期
間

①
3
月
1
日
㈰
〜
5
月
1
日
㈮

込
み
を
含
む
）

試
験
日　

3
月
12
日
㈭

　
　
　
　

10
時
〜

試
験
場
所　

小
豆
島
准
看
護
学

院
（
内
海
病
院
北
隣
3
階
建

て
の
建
物
）

試
験
科
目　
国
語
、
数
学
、
面
接

受
験
料　

１
０
，０
０
０
円

願
書
受
付
期
間　

3
月
６
日
㈮

〜
９
日
㈪
の
17
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
郡
医
師

会
立
小
豆
島
准
看
護
学
院

　

☎
・
蕭
８
２
―
０
４
９
８

開
催
日

　

４
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

会
場　
Ｊ
Ｒ
坂
出
駅
前
市
民
広
場

コ
ー
ス

4
日
：
崇
徳
上
皇
・
へ
ん
ろ
道

5
日
：
瀬
戸
大
橋
・
万
葉
の
島

※
両
日
と
も
5
・
10
・
20
・
35

キ
ロ
コ
ー
ス
あ
り

費
用

　

一　

般
：
１
，８
０
０
円

（
当
日
２
，2
０
０
円
）

　

中
高
生
：
１
，０
０
０
円

（
当
日
１
，２
０
０
円
）

※
2
日
間
で
も
同
額
。
小
学
生

以
下
は
無
料
（
た
だ
し
、
保

護
者
同
伴
）。

申
込
期
限　

事
前
申
し
込
み
は

3
月
7
日
㈯
ま
で

※
そ
れ
以
降
も
受
付
は
行
い
ま

す
が
、
参
加
者
名
簿
へ
の
記

載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

讃
岐
う
ど
ん
つ
る
つ
る
ツ
ー

デ
ー
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員

会
・
事
務
局

☎
０
８
７
７
―
４
５
―
４
４
０
１

日
時　

3
月
18
日
㈬

　
　
　

9
時
〜
15
時

場
所　

池
田
・
蒲
生
地
区
の
札

所
お
よ
び
遍
路
道

対
象　

3
月
に
卒
業
す
る
島
内

中
高
生　

定
員
30
名

費
用　

２
，０
０
０
円
（
昼
食

代
、
保
険
料
込
）

集
合
・
解
散
場
所　

町
立
図
書

館
前　

集
合
：
8
時
30
分　

解
散
：
15
時
30
分

申
込
締
め
切
り　

3
月
15
日
㈰

申
し
込
み
方
法　

学
校
の
先
生

に
申
込
書
を
提
出
す
る
か
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

卒
業
遍
路
実

行
委
員
会　

担
当
大
林

　
☎
０
９
０
―
２
３
８
６
―
１
９
３
３

　

M
ail:info@

aruki-henro.com

募
集

R
ecru
itm
en
t

小
豆
島
准
看
護
学
院
生
徒
募
集

卒

業

遍

路

3月
March

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
職
員
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

第
13
回
讃
岐
う
ど
ん

つ
る
つ
る
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n
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大
阪
大
学
大
学
院
教
授
不
二

門
先
生
に
よ
る
医
療
講
演
・
演

題「
人
工
網
膜
の
現
況
と
展
望
」

と
福
祉
機
器
展
示
を
開
催
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
網
膜
色

素
変
性
症
協
会
香
川
支
部
設
立

総
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

４
月
12
日
㈰

　
・
福
祉
機
器
展
示

　

10
時
〜
16
時

　
・
支
部
設
立
総
会
と
医
療
講

　

演
・
ア
マ
チ
ュ
ア
寄
席

　

12
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

香
川
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー　

1
階
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
者　

眼
疾
患
患
者
お
よ
び

そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者

費
用　

無
料

※
昼
食
は
各
自
で
用
意

受
付
期
間　

3
月
29
日
㈰
ま
で

電
話
で
の
受
け
付
け

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

香
川
連
絡
会
事
務
局  

三
木

　
☎
０
９
０
―
１
１
７
０
―
６
０
４
７

〜
自
動
車
事
故
の

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ
〜

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

　
日
時　

3
月
15
日
㈰

　
　
　

9
時
〜
14
時

場
所　

フ
レ
ト
ピ
ア
広
場

　
　

  （
オ
リ
ー
ブ
タ
ウ
ン
前
）

内
容　

楽
し
さ
満
載
の
ト
ラ
ト

ラ
市
を
開
催
‼

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
大

募
集
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
町
商
工
会
事
務
局

　

☎
６
２
―
０
４
２
７

日
時　

3
月
３
日
㈫

　
　
　

13
時
〜
16
時

　
　
　
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

場
所　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

　
　
　

大
展
示
場

内
容　

就
職
面
接
会
お
よ
び
企

業
説
明
会
、
参
加
県
内
企
業

数
約
１
５
０
社
予
定

※
予
約
不
要
、
参
加
費
無
料

対
象
者　
【
就
職
面
接
会
】　

平

成
27
年
3
月
大
学
等
の
卒
業

予
定
者
（
既
卒
者
含
む
）
お

よ
び
中
途
採
用
希
望
者
等

　
【
企
業
説
明
会
】
平
成
28
年

3
月
大
学
等
の
卒
業
予
定
者

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
商
工

労
働
部
労
働
政
策
課

　

☎
０
８
７
―
８
３
２
―
３
３
６
８

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

が
原
因
で
、
脳
、
脊
髄
ま
た
は

腹
部
臓
器
を
負
傷
し
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
も
つ
た
め
、
日
常

動
作
に
つ
い
て
常
時
ま
た
は
随

時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ

る
方
に
介
護
料
を
支
給
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
保
護
者
を
亡
く
さ
れ
た
、
あ

る
い
は
、
重
度
の
後
遺
障
害
を

負
わ
れ
た
た
め
に
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
ご
家
庭
の
交
通
遺
児

な
ど
に
対
し
て
、
義
務
教
育
が

終
了
す
る
ま
で
の
間
、
育
成
基

金
と
し
て
無
利
子
の
貸
し
付
け

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
料
支
給
対
象
や
交
通
遺

児
等
育
成
資
金
貸
付
の
概
要
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法

人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
高

松
主
管
支
所
被
害
者
援
護
担

当

　

☎
０
８
７
―
８
５
１
―
６
９
６
３

日
時
・
場
所

　
・
３
月
13
日
㈮　

10
時
〜
15
時

第
13
回
し
ょ
う
ど
し
ま

フ
レ
ト
ピ
ア
フ
ェ
ア

眼
に
つ
い
て
の
医
療
講
演
と

福
祉
機
器
展
示

か
が
わ
ー
く
フ
ェ
ア
（
春
の
就
職

面
接
会
＆
企
業
説
明
会
）

相
談

A
d
v
ice

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

被
害
者
援
護
制
度
の
ご
案
内

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談

　

内
海
庁
舎　

研
修
室

　
・
３
月
18
日
㈬　

10
時
〜
15
時

　

池
田
庁
舎　

第
3
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

日
時　

３
月
９
日
㈪

　
　
　

10
時
〜
13
時

相
談
方
法　

電
話
相
談
（
予
約

不
要
）、面
接
相
談（
予
約
制
）

相
談
電
話
番
号　

☎
０
８
７
―

８
２
１
―

２
５
７
７
（
相
談

日
の
み
開
設
）

相
談
場
所　

香
川
県
弁
護
士
会

館
2
階

相
談
料　

無
料

主
催　

香
川
県
弁
護
士
会
、
日

本
弁
護
士
連
合
会

共
催　

香
川
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
弁
護

士
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

問
い
合
わ
せ
先　

土
庄
税
務
署

　

☎
６
２
―
１
３
０
１
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小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々
の魅力をお伝えしています。3月は「オリーブウィーク」、「城山公園の桜」、「こ
れからの二十四の瞳映画村」、「小豆島SAKATEプロジェクトの取り組み」、「小
豆島88ヶ所霊場の桜」などの話題をお届けする予定です。
※放送内容は、変更になる場合があります。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

町内の
【1月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 1 1 7
負 傷 者 1 1 8
死 亡 者 0 0 0

火　　災 0 0 0
救　　急 67 67 64

リサイクル情報
（1・2月受付分）

【譲ります】

【求めます】

編み機　　　　未使用
火鉢
座敷机　　　　彫刻、漆塗

自転車　　３人乗り対応（幼児二人同乗型）
掃除機
小豆島高校制服
　　　女子長袖ブラウス　ＭかＬサイズ

無償
無償
有償

無償
無償

無償

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

3月　くらしのカレンダー

（敬称略）寄　付みなさんからの

病院施設整備基金へ
　▷岡　和昭（片城）
星城小学校へ
　▷昭和42年度星城小学校卒業生

一同
　▷昭和61年度星城小学校卒業生

一同
苗羽小学校へ
　▷苗羽・田浦・坂手還暦一同
　▷昭和61年度苗羽小学校卒業生

一同
安田小学校へ
　▷昭和61年度安田小学校卒業生

一同同

　▷阿部　祐子（東京都新宿区）
ふるさと納税（寄付）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

}

1日 日
2日 月
3日 火
4日 水
5日 木 1歳6か月児健診　 13：30～15：00受付

　（対象児：平成25年7月16日～8月31日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ

6日 金
7日 土
8日 日
9日 月
10日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　　 　内海庁舎
11日 水
12日 木
13日 金
14日 土
15日 日
16日 月
17日 火 思春期相談　　　　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室
18日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
19日 木 4か月児健診　　　 13：15～13：30受付

　（対象児：平成26年10月30日～12月19日生まれ）
10か月児健診　　 13：45～14：15受付
　（対象児：平成26年4月30日～6月19日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ

20日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付
　（対象児：平成27年1月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

21日 土
22日 日
23日 月
24日 火 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
25日 水
26日 木
27日 金
28日 土
29日 日
30日 月
31日 火



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き

2015.3 18

１
月
11
日
か
ら
２
月
10
日
ま
で

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,084
7,135
7,949
6,582

人
人
人
世帯

（△21人）
（△4人）
（△17人）

（△7）
２月１日現在（　）内は前月比）

あとがき
（編集を終えて）

▽
初
場
所
千
秋
楽
に
見

事
勝
ち
越
し
を
決
め
た

琴
勇
輝
関
。
帰
島
時
に

随
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
体
の
大
き

さ
だ
け
で
な
く
器
量
の

大
き
さ
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
場
所
も
15
日
間
戦

い
抜
い
て
い
た
だ
き
、
将
来
は
、

小
豆
島
の
琴
勇
輝
と
し
て
相
撲
界

を
牽
引
し
て
い
く
存
在
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

武
部
通
博
65
本

人

池

田

岡
本
カ
ヲ
ル

87

保

〃

小
原
康
博
63
幸

子

〃

戎
子　

枝
78
本

人

〃

藤
尾
照
子
88
琢

磨

蒲

生

石
井
ス
マ
子

84
本

人

〃

藤
塚
智
惠
91
本

人

〃

須
佐
美
博
司
92
本

人

室

生

井
上
雅
永
81
本

人

〃

山
口　

隆
90
本

人

西

村

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

平
井
誠ま

さ

斗と

男
智

典

池

田

藤
本
伊い

織お
り

男

篤

〃

中
野
有ゆ

う
し
ょ
う清

男
裕

司

蒲

生

岡
村
奏そ

う

空た

男

勝

室

生

藤
本
一い

っ

瑳さ

男
大

介

蒲

野

森　

海か
い

士じ

男
哲

也

片

城

植
松
あ
ず
き

女
隆
二
郎

安

田

山
本
茉ま

奈な

女
貴

裕

〃

岡
田　

苺ま
い

女

進

苗

羽

【
お
く
や
み
】

【
お
め
で
た
】

◎
死　

亡　

（
19
人
）

◎
出　

生　

（
９
人
）

濵
本
正
勝
74
本

人
草
壁
本
町

橋
元
行
孝
88
本

人

片

城

中
村　

勲
90
本

人

安

田

湊　

静
雄
89
本

人

橘

九
星
シ
ゲ
子

84
孝

義

馬

木

　

川
文
子
89
本

人

〃

中
桐
正
美
82
本

人

田

浦

大
森
喜
代
治

87
本

人

〃

丸
川
靖
子
83　

壽

福

田

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
、
こ
ん

に
ち
は
ー
。」
鍵
の
か
か
っ
て

い
な
い
引
き
戸
を
開
け
て
挨

拶
を
し
ま
し
た
。
２
０
１
３
年

8
月
の
こ
と
で
す
。
香
川
県
で

生
ま
れ
育
っ
た
も
の
の
、
小
豆

島
に
あ
ま
り
訪
れ
る
機
会
が
な

か
っ
た
私
は
、
そ
の
年
の
芸
術

祭
準
備
へ
の
参
加
、
ま
た
卒
業

論
文
の
調
査
を
通
し
て
、
こ
の

島
に
足
繁
く
通
う
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
私
の
卒
業
論

文
「
転
入
者
と
の
共
生
と
集
落

更
新
に
関
す
る
研
究
」
は
、
空

き
家
へ
の
移
住
が
地
域
に
与
え

る
効
果
に
つ
い
て
の
論
文
で
す
。

　

調
査
の
中
で
は
、
小
豆
島
に

対
す
る
思
い
や
自
分
の
人
生

に
対
す
る
真
っ
直
ぐ
な
感
覚
を

見
聞
き
し
た
し
、
ど
の
地
区
に

い
っ
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
、

色
々
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
く

れ
ま
し
た
。

　

小
豆
島
と
い
う
土
地
は
、
人

に
「
自
分
の
本
当
の
幸
せ
」「
価

値
観
」
を
考
え
さ
せ
る
の
か
な

あ
、
と
先
輩
と
車
中
で
話
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

卒
業
論
文
を
書
き
終
え
た
現

在
、
空
き
家
を
活
用

し
た
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
を
堀
越
地

区
と
研
究
室
で
行
っ

て
い
ま
す
。
堀
越
地

区
は
高
齢
化
が
進

み
、
空
き
家
の
増
加

速
度
も
早
い
地
区
と

さ
れ
る
一
方
、
空
き

家
へ
の
移
住
が
ほ
か

の
地
区
よ
り
も
高
い
割
合
で
行

わ
れ
て
お
り
、
緩
や
か
に
更
新

が
進
む
地
区
で
す
。

　

今
後
、
堀
越
地
区
が
ど
の
よ

う
な
地
区
に
更
新
さ
れ
て
い
く

の
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
を
地
区
の
方
と
話
し

合
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
促
す
場

作
り
を
、
空
き
家
を
活
用
し
て

行
う
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
活
発

に
意
見
を
く
だ
さ
り
、
営
み
に

価
値
を
見
出
し
な
が
ら
暮
ら
さ

れ
て
い
る
方
々
の
集
ま
り
な
の

だ
な
、
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
が
小
さ
な
営

み
の
風
景
を
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
、
そ
の
よ
う
な
場
所
だ
か

ら
こ
そ
は
じ
ま
る
こ
と
を
、
今

後
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
は
じ
ま
る
こ
と
』

現
住
所　

東
京

鉄て
つ　

川か
わ　

な
な
み
さ
ん


